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※ 公開できる情報のみ掲載しています。
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。

メッセージ

地域連携の商店街支援「マッチング」
南三陸の店を流されたお蕎麦屋さんの立ち上げを、福井の商店街が「越前手打ちおろ
しそば」で支援し、長野県下諏訪の商店街が、南三陸の有名だったマドレーヌの復活
を支援し、店も家も工場も流された笹蒲鉾屋さんを、鹿児島のさつま揚げ、四国新居浜
のじゃこてん、島根県浜田の赤てん、福井県小浜の板蒲鉾等々が支援し、南三陸の水
産加工のお店と全国の干物屋さんが連携し、北海道留萌が南三陸の中華料理店に豚
ジンギスカンを提供するなど、全国連携による個店と商店街の支援は、地域連携の新し
いビジネスモデルを構築して、元気の出た南三陸の志津川商店街は、２月の仮設商店
街立ち上げへと進んでいます。みんなが東京や大都市をとの流通や交流をめざすので
はなく、地方都市と地方都市を結ぶ新しいビシネスモデルが被災地との連携で構築。

関連ホームページ
ＮＰＯ法人東京いのちのポータルサイトのＨＰ：
http://www.tokyo-portal.info/ 
北前船ルート蔵屋敷（ぼうさい朝市）ネットワークのＨＰ：

活動
エリア

全国

略歴

　1944 年大阪生まれ、神戸大学法学部卒業。在学中に、情報誌の草分け「月刊プレイ
ガイド」創刊以来、工具機械、販売システムや地域資源の商品化等の新商品開発を専
門とする。環境リサイクル、地域密着型商店街、防災などの地域連携を切り口として全
国各地の地域活性化に携わる。現在の主な役職・活動は、早稲田エコステーション研
究所代表、ＮＰＯ法人東京いのちのポータルサイト副理事長、ＮＰＯ法人海洋研修セン
ター事務局長、ぼうさい朝市ネットワーク代表、灰干しネットワークＬＬＣ代表、内閣府地
域活性化伝道師、農水省・食のオフィシェ、経産省・商店街よろず相談アドバイザー、
ＵＲ都市再生機構・まちづくり支援専門家など多岐にわたって活躍している。
　３・１１以降は「ぼうさい朝市ネットワーク」の全国各地をコーディネートして、被災地の
南三陸救援及び再生まちづくりに携わり、「南三陸福興市」を立ち上げて復興指導。被
災地の産業再生のために、全国からの支援団体や企業と地元をつなぐコーディネート
組織として一般社団法人南三陸福興まちづくり機構の設立支援。
　瀬戸内海の島々の活性化支援のため、エーゲ海で盛んな小型船による島めぐり海洋
観光のインバウンド市場育成のため一般社団法人日本海洋観光推進機構を設立し専
務理事を務めている。

著作・論文等

著　　　書：　「早稲田発　ゴミが商店街（まち）を元気にした！」（商業界）
編著・共著：　「最善は生まれ出ぬこと」（三一書房）／「実践！容器包装リサイクル法」
（日報）／「ゼロエミッションからのまちづくり」（日報）／「ｅコミュニティが変える日本の未
来」（ＮＴＴ出版）／「地震で人を殺すな」（講談社）等。

取組概要

  災害を想定しながらも「美味しく楽しい」地域活性化活動「ぼうさい朝市」の仕掛け人。
かつての北前船ルートでつながる港町をネットワークして、日頃から防災をテーマに活
動し、いざというときの救援物資に見立てた特産品（美味しい救援物資）を全国各地か
ら運び込み、地域住民が訓練を兼ねて設営したテントで販売する産直市「ぼうさい朝
市」を開催。この仕組みを活用して、山形県庄内地方の特産物の大阪への流通コース
を構築する「特産物のフルコースディナー」を開催（Ｈ２３年度山形県鶴岡市と酒田市と
大阪を結ぶ地域活性化伝道師活動）。
  「ぼうさい朝市ネットワーク」では、いざという時は混乱する被災地ではなく、安全な
「隣」が拠点となって支援する仕組みを提唱。壊滅的な被害を受けた南三陸町「おさか
な通り商店街」もネットワークに参加しており、その経過から、山形県酒田が「災害時の
隣」となり、全国各地から酒田を中継基地として南三陸町へ救援を行い、第２段階で
「福興市」を立ち上げ、第３段階で地方都市と南三陸を結ぶ地域連携による商店街再
生のビジネシモデル構築を支援している。「福興市」はＨ２３年度「地域づくり大賞」を受
賞。Ｈ２４年３月、全国からの被災地支援団体・企業と被災地の地元団体をつなぐコー
ディネート組織「一般社団法人南三陸福興まちづくり機構」を設立。漁業及び林業の６
次産業化を全国連携で取り組んでいる。
　瀬戸内海は、エーゲ海やカリブ海に勝るとも劣らない歴史と風景と地域資源をもつ海
洋観光の最適エリアである。しかしエーゲ海等で今や巨大な観光産業となっている小
型船による島めぐりクルージングはほとんど行われていない。国際的な海洋観光産業を
瀬戸内海に事業構築するために、瀬戸内海の島々のＮＰＯや地元自治体や各種の専
門家と連携して一般社団法人日本海洋観光推進機構を設立。

（公開） TEL 0467-38-4101 FAX 0467-38-4102

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします

連
絡

住　所 （公開）
248-0027

神奈川県鎌倉市笛田３－１３－１－２１６ （職場）

連絡先
（公開） E-Mail boyo3[アットマーク]yacht.ocn.ne.jp

ふりがな ふじむら　ぼうよう

氏　名 藤村　望洋

所
属

名　称 早稲田エコステーション研究所（ぼうさい朝市ネットワーク）

役　職 代表研究員（全国コーディネーター）

地域活性化伝道師プロフィール
分
野

地域産業・イノベーション・農商工連携 農・林・水産業

地域医療、福祉・介護、教育 観光・交流

地域コミュニティ・集落再生 環境

地域交通・情報通信 まちづくり


